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1. 研究背景・目的 

 

 現在の日本首都圏では都市化が進みヒートア

イランド化が進み深刻な問題となっている。100

年あたり東京では 3.3℃の気温上昇しており、こ

のような大幅な気温変化が起こる中、現在気象庁

で使われている非静力学の現業メソスケールモ

デル ASUCAでは都市を平板近似する単純化された

都市モデルが継続利用されている。一方、都市気

候の研究では、建物の影響を 3次元的に考慮でき

るキャノピーモデル等のより精緻な研究用モデ

ルが実用段階に入っている。この事を踏まえると、

高層化且つ複雑な都市化の影響を受けた地上気

温を気象庁現業モデルがどの程度誤差なく予報

出来ているかは疑問であり、その点を明らかにす

る為の解析を行った。 

 
2．解析方法 

 解析期間は 2023 年 4 月～9 月の 6 か月間とし

た。選定理由として世界各地で最高気温が記録さ

れるなどの猛暑であった為この期間を選定した。 

解析範囲としての東京・埼玉・神奈川・千葉・茨

城・栃木・山梨の計７都県のアメダス 67地点を対

象に ASUKAの地上気温予報精度を解析した。解析

では、ASUKA による 5km 水平格子間隔での地上気

温の 72 時間予報値をシミュレーション値として

用い、アメダス気温を実測値とした。気温予報精

度を評価する為の誤差指標としては、後述する通

り、誤差の平均的な大きさを表す RMSE、ランダム

誤差を表す URMSE及び系統誤差を表す MBEを使用

した。算出されたこれらの誤差と都市化率及び緑

地率・標高との関連性を解析した。 

各アメダス地点を中心とする半径７㎞・5㎞・3

㎞・1 ㎞の円領域に占める市街地の面積割合を都

市化率とした。国土数値情報土地利用細分メッシ

ュデータにおける高層建物・工場・低層建物・低

層建物（密集地）・道路・鉄道・公共施設等用地・

空地を市街地とし、以上の都市化率を算定した。

同様に緑地率も同メッシュデータの田・その他農

用地・森林・荒地・公園・緑地・河川地及び湖沼、

ゴルフ場を緑地とみなし、それらの円領域に占め

る面積割合として算定した。本研究では気象庁が

都市化率の算定で採用している半径 7㎞と相関が

見やすい半径 3㎞での都市化率・緑地率を以降の

解析で採用した。 

また、気温予報精度を評価する為の誤差指標と

しては、次式で示される３つの指標を用いた。 

 
上式中、Sは気温のシミュレーション値、Oは実

測値を指す。 

       

3．結果 

3km都市化率・MBE（図 1）では-0.262である負

の相関係数があり、3km緑地率・MBE（図 2）では

0.249である正の相関係数を示した。 

全 67地点中 61地点の MBEが負の値であり、実

測値よりシミュレーションが気温を低く予測し

ていた。（図 1）（図 2） 

 

 
図 1 3km都市化率・MBE 

-4

-3

-2

-1

0

1

0 0.5 1

M
B

E

3km都市化率

3km都市化率・MBE



 
図 2 3km緑地率・MBE 

 

URMSE と都市化率・緑地率の解析において、

ASUCA モデルでは、都市化率が高いエリアでは、

ばらつきが少なくなり、低い値のエリアに向かう

に連ればらつきが大きくなる。この事は、都市化

率が高いエリアの精度は良好である事を示唆す

る（図 3）。緑地率では、緑地率の高いエリアでは、

ばらつきが少なく、低いエリアに向かうに連れ大

きくばらつきだす。即ち、緑化率が高い方での精

度低下が示唆される（図 4）。 

 

図 3 3km 都市化率・URMSE 

 
図 4 3km緑地率・URMSE 

 

標高における誤差解析では、標高の高い地点の

データ数がとれなかったが URMSEが低い地点では

標高が低い傾向にあり、URMSEの高い地点では標 

高が高い傾向にあった（表 1）。 

表 1  左 URMSE低い順 右 URMSE 高い順 

 

4．考察 

 1. ASUCA では都市化率の影響以上に緑地にお

ける影響を受けやすい傾向になっている。 

2. 都市の表現による影響を受けるより自然環

境の影響を大きく受けている。 

3. 標高の高い地点の方が URMSE の値が高い傾 

向にある。 

 

これらの事から都市の 2次元的表現によって受け

る影響より周囲の地形によって受ける影響が大

きくなっているのではないか。ASUCA では水分の

扱いが物理モデル上難しい為、大きな変化は緑地

で起きやすいではないか。 

 
5．まとめと今後の展望 

現在の日本首都圏では都市化が進みヒートアイ

ランド化が進み深刻な問題となっているが ASUCA

では都市化率では天気予報の精度を悪化させな

いことから都市 3D 表現がなされて無いことより

も緑地における影響を受けていた。 

今後の研究では過去の土地利用細分メッシュ

を用い、現在と過去での都市影響の比較や都市化

率を踏まえた降水量の予報の誤差や大阪などの

別の都市での解析を行い検討する。 
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都市気候分野における都市モデルについて 
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